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申請の概要 

補綴治療において、支台歯のマージン部の形成時に BOPT（Biological Oriented Preparation Technique）を用いるこ

とで、補綴的に支台歯周囲の軟組織の再生が促され、より審美的な補綴治療が可能であることが知られている。本研究に

おいて、BOPT をインプラント治療にも応用し、アバットメントの粘膜貫通部の形状の違いとインプラント周囲の歯肉に

及ぼす影響を明らかにすることができれば、現行のインプラント治療と比較し、インプラント周囲軟組織のボリュームを

増加して、より長期的な審美性を得ることが可能になると期待される。 


